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クリモトは、明治４２年の創業以来、お客様満⾜第一のモノづくりに徹して、社会のインフラ整
備、ライフラインや産業設備の拡充に貢献してきました。
これからも、１００年で培った技術⼒にさらに磨きをかけ、独⾃の技術と製品・サービスで社会
の⽣命線と⼈々の暮らしを守り、社会に貢献し続けたい。
そして、チャレンジ精神・創造⼒溢れるオンリーワン企業へ。
それが、クリモトの願いです。

私たちは、全てのステークホルダーの期待と信頼に応え、
常に最適なシステムを提供し、『夢ある未来』を創造します。

モノづくりで未来を創る、クリモト

コーポレートメッセージ

経営理念
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証券コード 5 6 0 2
2023年６月12日

（電子提供措置の開始日 2023年６月５日）
株 主 各 位

大 阪 市 西 区 北 堀 江 一 丁 目 12 番 19 号

代表取締役社長 菊 本 一 高

第127回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
さて、当社第127回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）に

ついて電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに電子提供措置事項を
掲載しております。以下の当社ウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い
申しあげます。

＜当社ウェブサイト＞
https://www.kurimoto.co.jp/ir/cat02/meeting.php

電子提供措置事項は、上記の当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサ
イトにも掲載しております。以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアク
セスのうえ、「銘柄名（会社名）」に「栗本鐵工所」または「コード」に当社証券コード
「5602」（半角）を入力・検索いただき、「基本情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」を選択し、ご
確認くださいますようお願い申しあげます。

＜東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）＞
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

なお、当日のご出席に代えて、書面（議決権行使書）または電磁的方法（インターネット等）
によって議決権を行使することができますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総
会参考書類をご検討のうえ、2023年６月27日（火曜日）午後５時15分までに議決権を行使し
ていただきますようお願い申しあげます。

敬 具
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記
１．日 時 2023年６月28日（水曜日）午前10時（受付開始 午前９時）
２．場 所 大阪市西区北堀江一丁目12番19号 当社７階会議室

（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）
３．目的事項

報 告 事 項 １．第127期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連
結計算書類および計算書類報告の件

２．第127期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）連結計算書類
および計算書類に関する会計監査人監査結果ならびに事業報告、連結
計算書類および計算書類に関する監査役会監査結果報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役９名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 補欠監査役２名選任の件
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議決権行使についてのご案内

■ 事前に議決権を行使いただく場合

書面（郵送）による議決権行使
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入いただきご返送く
ださい。議決権行使書において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成
の意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。
行使期限 2023年６月27日（火曜日）午後５時15分必着

インターネットによる議決権行使
次頁のインターネットによる議決権行使のご案内をご高覧のうえ、画面
の案内に従って、議案に対する賛否をご入力してください。
行使期限 2023年６月27日（火曜日）午後５時15分まで

スマートフォンでの議決権行使は「スマート行使」をご利用ください。

■ 株主総会にご出席される場合

当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知をご持参いただくととも
に同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い
申しあげます。
開催日時 2023年６月28日（水曜日）午前10時（受付開始午前９時）

ご注意
（１）書面（郵送）による議決権行使とインターネットによる議決権行使を重複された場合は、インターネットによるものを有効とし

ます。インターネットにより複数回行使された場合は、最後に行使されたものを有効とします。
（２）インターネット接続に係る費用は株主様のご負担となります。
（３）インターネットによる議決権行使は、一般的なインターネット接続機器にて動作確認を行っておりますが、ご利用の機器やその

状況によってはご利用いただけない場合があります。
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みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル
0120-768-524

（受付時間 年末年始を除く午前９時～午後９時）

インターネットによる議決権行使のご案内
議決権行使コード・パスワードを

入力する方法
議決権行使
ウェブサイト https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」の議決権行使は１回のみ。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議決権行使書

御中

株主番号 ○○○○○○○○ 議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.

2.

3.

4.

○○○○○○○

○○○○

○○○○○○○

××××年 ×月××日

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」をクリック
議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「次へ」をクリック
議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

「初期パスワード」
を入力

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック
以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

以上（ご参考）
機関投資家の皆様につきましては、株式会社ICJが運営する議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

4
※パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ、使用できなくなり
ます。ロックされた場合、画面の案内に従ってお手続きください。

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

（
切
取
線
）

見本

見本

議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送りいたしますが、当
該書面は、法令および当社定款第14条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いております。
①事業報告の「業務の適正を確保するための体制およびその運用状況の概要」、「会社の支配に関する基本方
針」、「コーポレート・ガバナンスに対する取組みについて」、「剰余金の配当等の決定に関する方針」
②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」
③計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類および計算書類は、会計監査人が会計監査
報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
・電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま
す。
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90.0

50.050.0

40.040.0

23.223.2

■ 中間 ■ 期末 配当性向

60.0 60.0

第123期
2018年度

第124期
2019年度

第125期
2020年度

第126期
2021年度

ご参考 1株当たり配当金（円）と配当性向の推移（%）

70.0

第127期
2022年度

30.030.0 30.030.0 40.040.0

26.926.9 29.329.326.926.9
36.236.2

30.030.0 30.030.0 30.030.0

35.035.0

35.035.0

70.0
（予定）

議案および参考事項
第１号議案 剰余金処分の件
期末配当に関する事項
第127期の期末配当につきましては、当事業年度の業績ならびに今後の事業展開等を勘案いた

しまして、以下のとおりとさせていただきたいと存じます。
なお、本議案が原案どおり承認可決された場合、中間配当金を含めました当期の年間配当金

は、１株当たり90円となります。

１ 配当財産の種類 金銭

２ 配当財産の割当に関する事項
およびその総額

当社普通株式１株につき金50円
配当総額は612,591,350円

３ 剰余金の配当が効力を生じる日 2023年６月29日
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第２号議案 取締役９名選任の件
取締役 菊本一高、串田守可、新宮良明、織田晃敏、吉永泰治、浦地好博、近藤慶子、佐藤友

彦、澤井清の９氏は、本定時株主総会終結のときをもって任期満了となります。
つきましては、取締役９名（うち８名は再選任候補者です。）の選任をお願いするものであり

ます。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号 氏 名 現在の当社における地位 取締役会出席状況

1 再 任
きく もと かず たか

菊本 一高 代表取締役社長 100％
（17回／17回）

2 再 任
しん ぐう よし あき

新宮 良明 取締役専務執行役員 100％
（17回／17回）

3 再 任
お だ あき とし

織田 晃敏 取締役上席執行役員 100％
（17回／17回）

4 再 任
よし なが やす はる

吉永 泰治 取締役上席執行役員 92％
（12回／13回）

5 再 任
うら じ よし ひろ

浦地 好博 取締役上席執行役員 100％
（13回／13回）

6 新 任
まる たに ひとし

丸谷 等 執行役員 ー

7 再 任
こん どう けい こ

近藤 慶子
社外
独立 取締役 100％

（17回／17回）

8 再 任
さ とう とも ひこ

佐藤 友彦
社外
独立 取締役 100％

（17回／17回）

9 再 任
さわ い きよし

澤井 清
社外
独立 取締役 100％

（13回／13回）
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１ きく もと かず たか

菊本 一高 再 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1956年４月14日生
12,366株

100％（17回／17回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1982年11月 当社入社
2002年４月 当社建材事業部交野工場長
2005年４月 当社建材事業部業務部長
2009年４月 当社建材事業部技術本部長
2011年４月 当社執行役員産業建設資材事業本部化成品事業部長
2017年６月 当社取締役、産業建設資材・技術開発室担当
2018年４月 当社取締役、産業建設資材・技術開発室・物流担当
2018年６月 当社取締役上席執行役員、産業建設資材・技術開発室・物流担当
2021年４月 当社代表取締役社長（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、2017年６月の取締役就任以降、産業建設資材セグメント・技術開発室の発展に大きく貢献する

とともに、2018年４月からは産業建設資材セグメント・技術開発部門の担当に加えて、新たに物流を担当
し、当社グループ経営に貢献してまいりました。2021年４月からは代表取締役社長として、当社グループ
の経営を牽引するなど、豊富な経験と実績、強いリーダーシップを有していることから、当社グループ経営
への貢献を今後も期待できるものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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２ しん ぐう よし あき

新宮 良明 再 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1957年７月21日生
12,430株

100％（17回／17回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1983年４月 当社入社
2002年３月 株式会社佐世保メタル工場長
2005年６月 クリモトメック株式会社代表取締役社長
2009年10月 当社執行役員機械システム事業本部素形材エンジニアリング事業部長
2013年６月 当社取締役、統括管理・品質管理・監査担当、大阪本店長
2016年４月 当社取締役、人事・総務・安全衛生・品質管理・生産担当、大阪本店長
2018年４月 当社取締役、機械システム・品質管理・安全衛生・生産担当
2018年６月 当社取締役上席執行役員、機械システム・品質管理・安全衛生・生産担当
2021年４月 当社取締役上席執行役員、グループガバナンス（安全・品質管理・環境・ＣＳＲ・監査・関係会

社）担当
2022年４月 当社取締役常務執行役員、グループガバナンス（安全・品質・環境・監査・関係会社）・ＣＳ

Ｒ・総務・法務担当
2023年４月 当社取締役専務執行役員、財務・グループガバナンス（監査・関係会社）担当（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、2013年６月の取締役就任以降、人事・総務・安全・品質管理・生産のほか、機械システムセグ

メントを担当してまいりました。2021年４月からは、グループガバナンス（安全・品質管理・環境・ＣＳ
Ｒ・監査・関係会社）を担当、また、2022年4月からは、取締役常務執行役員として総務・法務を担当に加
えて当社グループの経営に貢献してまいりました。本年４月からは、取締役専務執行役員として、財務およ
びグループガバナンス（監査・関係会社）を担当しております。担当分野・経営に関する経験、実績、高い
見識を有しており、当社グループ経営への貢献を今後も期待できるものと判断し、引き続き取締役候補者と
いたしました。
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３ お だ あき とし

織田 晃敏 再 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1961年７月24日生
4,754株

100％（17回／17回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1984年４月 当社入社
2005年４月 当社企画本部事業企画部長
2014年７月 当社人事室長
2017年６月 当社執行役員総合企画室長
2019年４月 当社上席執行役員、財務・総合企画担当、総合企画室長
2020年６月 当社取締役上席執行役員、財務・内部統制・総合企画室・関係会社・監査担当
2021年４月 当社取締役上席執行役員、財務・内部統制担当
2022年４月 当社取締役上席執行役員、財務・人事担当
2023年４月 当社取締役上席執行役員、人事・総務・法務担当（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、2020年６月の取締役就任以降、財務・内部統制・総合企画室・関係会社・監査を担当し、2021

年４月からは、財務・内部統制分野の強化に注力してまいりました。2022年４月からは、人事分野を担当
し、本年４月からは人事・総務・法務を担当しております。担当分野・経営に関する経験、実績、高い見識
が、当社グループ経営への貢献を今後も期待できるものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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４ よし なが やす はる

吉永 泰治 再 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1959年10月25日生
9,976株

92％（12回／13回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1989年１月 当社入社
2004年10月 当社堺工場鉄管事業部製造部長
2009年３月 当社パイプシステム事業本部生産本部長
2016年７月 当社執行役員鉄管事業部副事業部長
2019年４月 当社執行役員鉄管事業部長
2021年４月 当社上席執行役員ライフラインセグメント担当、パイプシステム事業部長
2022年 4 月 当社上席執行役員設備・物流担当
2022年６月 当社取締役上席執行役員、設備・生産担当
2023年４月 当社取締役上席執行役員、設備・生産・物流・ＣＳＲ（安全・品質・環境）担当（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、当社鉄管事業部門の生産本部長（加賀屋工場長・堺工場長を兼務）を務め、ものづくりの生産性

向上に大きく貢献してまいりました。2016年７月からは執行役員鉄管事業部（現パイプシステム事業部）
副事業部長として、2021年４月からは上席執行役員ライフラインセグメント担当として、当社ライフライ
ン事業における幅広い経験と実績、高い知見を活かして成果をあげました。2022年６月取締役に就任し、
設備・生産を担当、本年４月からは物流・ＣＳＲ（安全・品質・環境）も担当しております。担当分野・経
営に関する経験、実績、高い見識が、当社グループ経営への貢献を今後も期待できるものと判断し、引き続
き取締役候補者といたしました。
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５ うら じ よし ひろ

浦地 好博 再 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1962年４月10日生
1,276株

100％（13回／13回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1986年４月 当社入社
2009年10月 当社機械システム事業本部素形材エンジニアリング事業部営業本部長
2019年４月 当社執行役員素形材エンジニアリング事業部長
2021年４月 当社上席執行役員機械システムセグメント担当
2022年 4 月 当社上席執行役員海外・コンポジットＰＪ担当
2022年６月 当社取締役上席執行役員、海外・コンポジットＰＪ担当
2023年４月 当社取締役上席執行役員、海外・調達・コンポジットＰＪ担当（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、当社素形材エンジニアリング事業（鋳物・破砕機等）部門の営業部門長や事業部長、2021年４

月からは上席執行役員機械システムセグメント担当など要職を歴任し、当社の機械システム事業分野に関す
る幅広い経験と実績、高い知見を活かして成果をあげました。2022年６月取締役に就任し、海外・コンポ
ジットPJを担当、本年４月からは、調達も担当しております。担当分野・経営に関する経験、実績、高い見
識が、当社グループ経営への貢献を今後も期待できるものと判断し、引き続き取締役候補者といたしまし
た。
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６ まる たに ひとし

丸谷 等 新 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1962年１月19日生
1,619株

ー

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1985年４月 当社入社
2005年１月 当社バルブ事業部ＧＳＴ室長代理
2007年２月 株式会社本山製作所執行役員生産本部長
2009年10月 当社パイプシステム事業本部生産本部副本部長
2015年４月 株式会社本山製作所取締役
2019年４月 株式会社本山製作所代表取締役社長
2020年４月 当社執行役員、株式会社本山製作所代表取締役社長
2023年４月 当社執行役員技術開発室・知財担当（現在に至る）

取締役候補者とした理由
同氏は、当社バルブ事業部門の生産部門等の部門長を歴任し、バルブ事業部門および本山製作所の業績向

上に取組み、成果をあげました。2019年4月に本山製作所代表取締役社長に就任以降、同社の更なる収益向
上に取組み、実績を重ねてまいりました。また、本年４月からは執行役員技術開発室・知財を担当しており
ます。担当分野・経営に関する経験、実績、高い見識が、当社グループ経営への貢献を今後も期待できるも
のと判断し、取締役候補者といたしました。
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７ こん どう けい こ

近藤 慶子 再 任 社外 独立

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1963年１月５日生
1,217株

100％（17回／17回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1985年４月 九州大学法学部文部教官助手
2009年４月 名古屋工業大学研究協力会事務局長
2011年４月 名古屋工業大学産学官連携センター客員教授
2012年９月 オックスフォード大学客員研究員
2015年４月 国立研究開発法人科学技術振興機構マッチングプランナー・産学官連携推進マネージャー
2018年４月 名城大学学術研究支援センター産学連携コーディネーター
2019年６月 当社社外取締役（現在に至る）
2021年４月 名城大学学術研究支援センターリサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）
2023年３月 同大学学術研究支援センターリサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）退任

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
同氏は、大学研究機関の事務局長や客員教授、科学技術振興機構におけるマッチングプランナー・ナノテ

クマネージャーとしての経験から培われた、「産学官連携活動」に関する多面的かつ専門的な知見を有して
おります。また、豊富な海外経験を通じて、海外研究者の実情等、国際事情にも精通しております。同氏の
これまでの実績に基づく外部からの視点が、「ダイバーシティの推進」や「産学官連携活動」の推進に有用
であり、外部有識者として経営陣から独立した客観的立場から経営への適切な助言を期待できるものと判断
し、引き続き社外取締役候補者といたしました。
同氏は、直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由ならびにこれまでの当社社外取締役

としての実績により、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。
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８ さ とう とも ひこ

佐藤 友彦 再 任 社外 独立

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1955年６月22日生
1,138株

100％（17回／17回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1978年４月 稲畑産業株式会社入社
2012年６月 同社執行役員住環境本部長
2013年６月 同社取締役執行役員住環境本部担当
2015年６月 同社取締役常務執行役員合成樹脂第二本部・住環境本部担当
2019年６月 同社取締役常務執行役員化学品セグメント・人事担当
2021年６月 同社非常勤顧問
2021年６月 当社社外取締役（現在に至る）
2022年６月 稲畑産業株式会社非常勤顧問退任

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
同氏は、専門商社にて主に住環境、合成樹脂、化学品等の事業分野において、取締役を含めた要職を歴任

された実績を有しております。同氏のこれまでの実績に基づく外部からの視点が、当社グループの経営全
般、とりわけ当社の「経営体制の充実と多様性の確保」、「コーポレートガバナンスの強化」に有用であり、
経営陣から独立した客観的立場から当社グループ経営への適切な助言を期待できるものと判断し、引き続き
社外取締役候補者といたしました。
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９ さわ い きよし

澤井 清 再 任 社外 独立

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況

1954年６月６日生
438株

100％（13回／13回）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
1978年４月 株式会社鴻池組入社
2008年11月 同社執行役員東京本店副本店長（土木担当）
2010年11月 同社常務執行役員東日本所管統括
2011年11月 同社取締役常務執行役員東日本所管統括
2014年11月 同社取締役常務執行役員本社土木事業本部長
2016年11月 同社取締役専務執行役員本社土木事業本部長
2017年11月 同社執行役員副社長
2018年12月 同社常任顧問
2019年12月 同社常任顧問退任
2022年６月 当社社外取締役（現在に至る）

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
同氏は、総合建設会社にて主に土木の事業分野において、取締役を含めた要職を歴任された実績を有して

おります。同氏のこれまでの実績に基づく外部からの視点が、当社グループの経営全般、とりわけ当社の
「土木事業分野の充実と発展」、「コーポレートガバナンスの強化」に有用であり、当社グループ経営への貢
献を期待できるものと判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。
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（注）１．各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はございません。
２．各取締役候補者については、社外取締役を委員長とする「指名・報酬委員会」における諮問を経た上

で、取締役会決議により決定しております。
３．近藤慶子氏、佐藤友彦氏および澤井清氏は、社外取締役候補者であります。なお、近藤慶子氏、佐藤

友彦氏および澤井清氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、
本定時株主総会終結のときをもって、近藤慶子氏が４年、佐藤友彦氏が２年、澤井清氏が１年となり
ます。

４．当社は、近藤慶子氏、佐藤友彦氏および澤井清氏との間で、当社定款第28条および会社法第427条第
１項の規定に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、各氏が
再任された場合には、各氏との当該契約を継続する予定であります。なお、当該契約に基づく損害賠
償責任の限度額は、会社法第425条第１項第１号ハに規定する額としております。

５．近藤慶子氏、佐藤友彦氏および澤井清氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出て
おります。各氏が社外取締役に再任された場合には、当社は引き続き各氏を独立役員として同取引所
に届け出る予定であります。

６．各取締役候補者の所有する当社の株式の数には、クリモト役員持株会およびクリモト従業員持株会に
おける本人の持分を含めております。

７．当社は、取締役全員を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約
を保険会社との間で締結しており、被保険者である取締役がその職務の執行に関し責任を負うことま
たは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により補
填することとしております。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者と
なります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。
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第３号議案 監査役１名選任の件
監査役 村田実氏は、本定時株主総会終結のときをもって任期満了となります。
つきましては、監査役１名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりであります。

ふじ もと ゆき たか

藤本 幸隆 新 任

■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数
■ 取締役会出席状況
■ 監査役会出席状況

1960年５月15日生
3,271株

ー
ー

略歴、地位および重要な兼職の状況
1983年４月 当社入社
2006年10月 当社機械システム事業本部鉄構事業部企画部長
2007年11月 栗本橋梁エンジニアリング株式会社管理部長
2009年11月 当社産業建設資材事業本部化成品事業部総務管理部長
2012年４月 当社鉄管事業部業務部長
2014年６月 当社執行役員鉄管事業部長
2021年７月 当社ＣＳＲ推進室長（現在に至る）

監査役候補者とした理由
同氏は、鉄構部門、化成品部門、鉄管部門など当社グループの複数の管理部門長に加えて、執行役員鉄管

事業部長、ＣＳＲ推進室長の要職を歴任し、当社グループの事業全般に関する幅広い知見を有しておりま
す。これらの知見にもとづいて独立かつ中立の立場から客観的な意見を表明していただくことが期待できる
ものと判断し、監査役候補者といたしました。

（注）１．藤本幸隆氏は新任の監査役候補者であります。
２．監査役候補者と当社との間に特別の利害関係はございません。
３．監査役候補者の所有する当社の株式の数には、クリモト従業員持株会における本人の持分を含めてお

ります。
４．当社は、監査役全員を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約

を保険会社との間で締結しており、被保険者である監査役がその職務の執行に関し責任を負うことま
たは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により補
填することとしております。なお、候補者が監査役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者とな
ります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。
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第４号議案 補欠監査役２名選任の件
補欠監査役 澤井幹人氏および道幸靜児氏の選任の効力が本定時株主総会開始のときをもって

失効しますので、法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、あらかじめ補欠監査
役２名の選任をお願いするものであります。
候補者澤井幹人氏は、第３号議案「監査役１名選任の件」が原案どおり承認可決された場合、

監査役に就任される藤本幸隆氏の補欠監査役として、候補者道幸靜児氏は、社外監査役の有田真
紀氏および本多修氏の補欠監査役として、それぞれ選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は次のとおりであります。

１ さわ い もと ひと

澤井 幹人 ■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数

1950年３月25日生
10,596株

略歴、地位および重要な兼職の状況
1973年４月 株式会社富士銀行（現 株式会社みずほ銀行）入行
1999年11月 同行船場支店長
2004年７月 エス・バイ・エル株式会社（現 株式会社ヤマダホームズ）取締役管理本部長
2008年７月 当社入社

当社常務執行役員、財務企画担当
2011年６月 当社取締役、財務担当、大阪本店長
2014年６月 当社常務取締役、財務・内部統制・関係会社担当
2016年６月 当社専務取締役、財務・内部統制・監査・関係会社担当
2018年６月 当社取締役専務執行役員、財務・内部統制・監査・関係会社担当
2020年６月 当社取締役専務執行役員退任

当社顧問
2021年６月 当社顧問退任（現在に至る）

補欠監査役候補者とした理由
同氏は、大手銀行における豊富な経験と、当社における取締役としての経験に基づいて、当社グループの

経営全般に対して独立かつ中立の立場から客観的な意見を表明していただくことが期待できるものと判断
し、補欠監査役候補者といたしました。
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２ どう こう せい じ

道幸 靜児 ■ 生年月日
■ 所有する当社の株式の数

1958年５月５日生
０株

略歴、地位および重要な兼職の状況
1985年10月 監査法人朝日新和会計社（現 有限責任あずさ監査法人）大阪事務所入所
1990年７月 道幸公認会計士事務所開設（現在に至る）
1995年６月 ナニワ監査法人（現 ひびき監査法人）社員
1999年１月 同法人代表社員
2009年９月 大阪監査法人（現 ひびき監査法人）理事長
2021年６月 同法人理事長退任（現在に至る）

補欠社外監査役候補者とした理由
同氏は、監査法人にて培われた会計知識と豊富な経験を有しており、当社グループの経営全般に対して独

立かつ中立の立場から客観的な意見を表明していただくことが期待できるものと判断し、補欠社外監査役候
補者といたしました。
同氏は、直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外監査役として、その職

務を適切に遂行できるものと判断しております。

（注）１．各補欠監査役候補者と当社との間に特別の利害関係はございません。
２．道幸靜児氏は、補欠社外監査役候補者であります。
３．道幸靜児氏が社外監査役に就任された場合には、当社定款第38条および会社法第427条第１項の規定

に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であり、当該契約に
基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項第１号ハに規定する額といたします。

４．当社は、監査役全員を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約
を保険会社との間で締結しており、被保険者である監査役がその職務の執行に関し責任を負うことま
たは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により補
填することとしております。なお、各候補者が監査役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者と
なります。

以上
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ご参考 取締役・監査役のスキルマトリックス

第２号議案および第３号議案が原案どおり承認可決された場合の取締役会、監査役会の構成お
よび各役員の専門性は、次のとおりとなる予定であります。

氏名 担当業務 企業経営 技術・開発 ものづくり
品質 財務

ヒューマン
リソースマ
ネジメント

ＣＳＲ
サスティナ
ビリティ

取
締
役

菊本 一高 ― ● ● ● ● ● ●

新宮 良明 財務・グループガバナンス
（監査・関係会社） ● ● ● ●

織田 晃敏 人事・総務・法務 ● ● ●

吉永 泰治 設備・生産・物流・ＣＳＲ
（安全・品質・環境） ● ● ●

浦地 好博 海外・調達・コンポジットＰ
Ｊ ● ●

丸谷 等 技術開発室・知財担当 ● ● ●

近藤 慶子 ― ● ● ● ●

佐藤 友彦 ― ● ● ●

澤井 清 ― ● ● ● ● ●

監
査
役

藤本 幸隆 ― ● ● ●

有田 真紀 ― ● ●

本多 修 ― ● ● ● ●
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124,827 6,840 6,868 4,727

売上高 （単位：百万円）

105,954

第126期 第127期

営業利益 （単位：百万円）

4,172

第126期 第127期

経常利益 （単位：百万円）

4,179

第126期 第127期

親会社株主に帰属する
当期純利益 （単位：百万円）

2,917

第126期 第127期

1 企業集団の現況
（1）当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過および成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響の中、政府によ

る行動制限緩和等により景気回復に向かいつつあったものの、ロシアによるウクライナ侵攻
の長期化、為替相場の変動、資源価格の高騰や物価上昇の影響により、依然として経済情勢
は不透明な状況で推移いたしました。
このような状況の中で、当社グループは、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を講じ

た上で、製品の安定的な生産・供給を行いました。また、企業価値の更なる向上と経営基盤
強化のため、コストダウン活動や営業活動の強化を進めてまいりました。
当社グループの当連結会計年度の業績は、「ライフライン事業」、「機械システム事業」、

「産業建設資材事業」のすべてのセグメントにて、売上高が前連結会計年度を上回り、前連
結会計年度比18,872百万円増収の124,827百万円となりました。
利益面につきましては、営業利益では、「ライフライン事業」、「機械システム事業」、「産

業建設資材事業」のすべてのセグメントにて、前連結会計年度を上回り、前連結会計年度比
2,668百万円増益の6,840百万円の利益となりました。また、経常利益は、前連結会計年度
比2,688百万円増益の6,868百万円の利益となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、投
資有価証券売却益の計上、関係会社株式評価損の計上、法人税等の計上などにより、前連結
会計年度比1,809百万円増益の4,727百万円の利益となりました。
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60,879 3,679

売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

57,478

第126期 第127期

3,016

第126期 第127期

34,102 2,208
売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

22,095

第126期 第127期

437

第126期 第127期

セグメントの業績は、次のとおりであります。

ライフライン事業

「ライフライン事業」は、売上高につきまし
ては、パイプシステム部門、バルブシステム部
門において売上高が増加したことなどにより、
前連結会計年度比3,401百万円増収の60,879
百万円となりました。
営業利益につきましては、原材料価格の高騰

もありましたが、販売価格の改定による影響も
あり、パイプシステム部門、バルブシステム部
門がともに増収となり、前連結会計年度比662
百万円増益の3,679百万円の利益となりまし
た。

機械システム事業

「機械システム事業」は、売上高につきまし
ては、機械システム部門において新型コロナウ
イルス感染症による一時的な投資の手控えから
の回復の影響もあり、粉体機器、プレス機器の
売上高が増加したことなどにより、素形材部門
においては、破砕機、鋳物部品の売上高が増加
したことなどにより、前連結会計年度比
12,006百万円増収の34,102百万円となりま
した。
営業利益につきましては、機械システム部門

を中心に大幅な増収となった影響などにより、
前連結会計年度比1,770百万円増益の2,208百
万円の利益となりました。
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29,845 1,404

売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

26,381

第126期 第127期

1,040

第126期 第127期

産業建設資材事業

「産業建設資材事業」は、売上高につきまし
ては、建材部門において空調製品、消音製品の
売上高が増加したことなどにより、化成品部門
においては下水道向け製品やＦＲＰ製検査路の
売上高が増加したことなどにより、前連結会計
年度比3,464百万円増収の29,845百万円とな
りました。
営業利益につきましては、原材料価格の高騰

の影響もありましたが、建材部門、化成品部門
がともに増収となった影響などにより、前連結
会計年度比364百万円増益の1,404百万円の利
益となりました。

② 設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資の総額は3,444百万円で各工場の合理化、省力化ならびに機能

更新を行いました。当連結会計年度中に完成しました主なものは、加賀屋工場のダクタイル
鉄管製造設備、住吉工場のバルブ製造設備であり、継続中の主なものは、加賀屋工場のダク
タイル鉄管製造設備であります。

③ 資金調達の状況
当連結会計年度において、新株式発行および社債発行等の資金調達は行っておりません。
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124,827124,827

6,8686,868
4,7274,727

387.27387.27

145,164145,164

72,96372,963

5,865.195,865.19

売上高 （単位：百万円）

１株当たり当期純利益 （単位：円）

親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

１株当たり純資産額 （単位：円）

経常利益 （単位：百万円）

総資産／純資産 （単位：百万円）

116,596116,596109,904109,904

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

第127期
(2022年度)

第126期
(2021年度)

第125期
(2020年度)

第124期
(2019年度)

4,5834,5834,3924,392
3,1743,174

2,7732,773

260.42260.42
222.83222.83

134,477134,477134,216134,216

65,11165,11158,87658,876

■ 総資産 ■ 純資産

5,245.945,245.94
4,750.964,750.96

105,954105,954

239.17239.17

4,1794,179 2,9172,917

5,436.865,436.86

139,722139,722

67,61967,619

（2）財産および損益の状況

区 分 第124期
2019年度

第125期
2020年度

第126期
2021年度

第127期
（当連結会計年度）

2022年度

売上高 （百万円） 109,904 116,596 105,954 124,827
経常利益 （百万円） 4,392 4,583 4,179 6,868
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 2,773 3,174 2,917 4,727
１株当たり当期純利益 （円） 222.83 260.42 239.17 387.27
総資産 （百万円） 134,216 134,477 139,722 145,164
純資産 （百万円） 58,876 65,111 67,619 72,963
１株当たり純資産額 （円） 4,750.96 5,245.94 5,436.86 5,865.19
（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数により、１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数により算定しておりま

す。なお、期中平均発行済株式総数、期末発行済株式総数は、いずれも自己株式を除いて算定しております。
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（3）重要な子会社の状況（2023年３月31日現在）

① 重要な子会社の状況
会社名 資本金 主要な事業内容 当社の出資比率

栗本商事株式会社 100百万円 ダクタイル鉄管・軽量鋼管その他販売 100.0％

ヤマトガワ株式会社 60 ダクタイル鉄管・バルブ類・合成樹脂製品・
各種鋼管の販売、継ぎ手工事 95.1

株式会社本山製作所 300 各種バルブ、同付属品の製造、販売および
メンテナンス 100.0

（注）当社の出資比率は、議決権比率を記載しております。

② 特定完全子会社の状況
該当事項はありません。

（4）対処すべき課題
① 経営の基本方針

当社グループは、1909年の創業以来114年にわたって、お客様満足第一の製品の供給と
サービスの提供により、社会のインフラ整備、ライフラインや産業設備の拡充に取組んでま
いりました。
引き続き、次の100年に向けて一層価値ある企業グループであるために、着実な持続的成

長に向けて、企業理念ならびに経営理念の実践を通じ、お客様満足に徹したモノづくりで、
社会の生命線と人々の暮らしを守り、社会に貢献してまいります。
また、透明性をもった健全経営を実践し、当社に投資したいと思える「企業価値」を提供

し続けるため、積極的な情報開示に努め、社内に優秀な人材を育成し、ＳＤＧｓ、ＥＳＧを
包括したＣＳＲ経営の充実を図ることを基本方針としております。

② 中期的な課題と経営戦略
当社グループは、着実な持続的成長の道筋を付けるために2021年度を起点とする中期３

ヵ年経営計画を策定しております。事業基盤を強化しつつ、前中期３ヵ年経営計画で芽吹い
た新たな事業をさらに成長させることで収益性の向上を図り、事業戦略の方向性として、国
土強靭化の実現に向けた最適なソリューション提供、および脱炭素社会の実現に向けた最適
なソリューション提供に注力しております。
なお、定量目標値としましては、当中期３ヵ年経営計画の公表時に2023年度の計画値を
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売上高1,200億円、営業利益55億円、売上高営業利益率4.6%、ＲＯＥ5.4%としておりまし
たが、直近の事業環境を踏まえ2023年度の業績目標値を、売上高1,200億円、営業利益60
億円、売上高営業利益率5.0%、ＲＯＥ5.5%としております。
当社グループは、経営の基本方針に加え人的資本や資本コストをより意識した経営を推進

することにより、企業の持続的成長と収益性の改善を目指してまいります。
中期３カ年経営計画業績目標

2021年度 2022年度 2023年度
計画値 実績 計画値 実績 計画値 目標値

売上高 （百万円） 107,000 105,954 115,000 124,827 120,000 120,000

営業利益（百万円） 3,500 4,172 4,500 6,840 5,500 6,000

売上高営業利益率（％） 3.3 3.9 3.9 5.5 4.6 5.0

ROE（％） 3.6 4.5 4.8 6.9 5.4 5.5
※計画値は中期３カ年経営計画公表時の数値
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（5）主要な事業内容（2023年３月31日現在）

当社グループは次の製品の開発、製造、販売をいたしております。
事業区分 部 門 主要製品名

ライフライン事業 パイプシステム部門
バルブシステム部門

ダクタイル鉄管（直管、異形管、接合部品）、耐摩耗管、管路の
設計・施工・施工監理および管路調査・点検等の維持管理業務、
バタフライ弁、ソフトシール仕切弁、スリーブ弁、火力・水力発
電設備用弁、貯水槽用緊急遮断弁、各種調整弁、高炉用弁類、ス
プリンクラー用予作動式（負圧湿式、乾式）流水検知装置、調節
弁、安全弁

機械システム事業 機械システム部門
素形材部門

微粉砕機、分級機、造粒機、乾燥機、焼成機、混合・混練・分散
機、反応機、溶剤回収装置、二次電池材料製造装置、各種産業機
械、試験機械、プラントおよびシステム設備、鍛造プレス、ベン
ディングロール、鍛圧機各種周辺装置、プラントエンジニアリン
グ事業、各種プラントの設計・製作・調達・建設・試運転および
メンテナンス、破砕機、粉砕機、搬送機械、耐摩耗鋳物、耐熱鋳
物、耐摩耗ポンプ、鉄道用ブレーキディスク、ブレーキライニン
グ、（英）ＴＥＲＥＸＦＩＮＬＡＹ商品

産業建設資材事業 建材部門
化成品部門

スパイラルダクト、各種フレキシブルダクト、サイレントフレッ
クス、各種消音製品、ステンレスダクト、スーパースパイラル、
プレミアムスパイラルダクト、各種コーティングダクト、コルエ
アダクト（段ボール製ダクト）、ワインディングシース、ポリエ
チレンシース、各種道路更新製品、ワインディングパイプ（箱抜
き、人通孔）、梁貫通孔補強筋、中空スラブ、消音・騒音対策事
業（測定・設計・製作・施工・確認）、透光型吸音パネル（ビュ
ーソーン）、強化プラスチック複合管（ＦＲＰＭ管）、強化プラス
チック管（ＦＲＰ管）、強化プラスチック複合板（ＦＲＰＭ板）、
ＦＲＰコア、ＦＲＰ引抜成形品、各種合成樹脂成形品、ポリエチ
レンパイプ
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（6）主要な営業所および工場（2023年３月31日現在）

株式会社栗本鐵工所

本 社 大阪（大阪市西区）

支 社 東京（東京都港区）

支 店 北海道（札幌市）、東北（仙台市）、名古屋、中国（広島市）、九州（福岡市）

工 場 加賀屋、住吉、堺、交野（以上大阪府）、古河（茨城県）、札幌、仙台、知多
（愛知県）、岡山、福岡、湖東（滋賀県）、滋賀

栗本商事株式会社

本 社 大阪（大阪市西区）

支 店 東京（東京都港区）、九州（福岡市）

営業所 沖縄、名古屋、広島、仙台

工 場 守口（守口市）

ヤマトガワ株式会社

本 社 大阪（大阪市西区）

支 店
兵庫（神戸市）、南大阪（貝塚市）、京都（京都府久世郡）、三重（津市）、名
古屋、関東（さいたま市）、東京（東京都港区）、足立（東京都足立区）、西
東京（川崎市）、中国（広島市）、山口（防府市）、九州（福岡市）、宮崎、熊
本

営業所 堺（堺市西区）、和歌山

株式会社本山製作所

本 社 宮城（黒川郡）

支 店 東京（川崎市）、大阪（大阪市西区）

営業所 札幌、東北（黒川郡）、上越（上越市）、関東（市原市）、静岡、名古屋（北
名古屋市）、水島（倉敷市）、徳山（周南市）、四国（新居浜市）、大分

工 場 宮城（黒川郡）
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（7）使用人の状況（2023年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況
使用人数 前連結会計年度末比増減

2,107名 13名減
（注）１．使用人数は就業人員数であります。

２．人員には嘱託、雇員を含んでおりません。

② 当社の使用人の状況
使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

1,327名 ６名減 45.2歳 20.9年
（注）１．使用人数は就業人員数であります。

２．人員には嘱託、雇員を含んでおりません。

（8）主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

借入先 借入額

株式会社みずほ銀行 6,066百万円

株式会社三井住友銀行 4,598

株式会社りそな銀行 3,311

みずほ信託銀行株式会社 2,205

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,792

三井住友信託銀行株式会社 826
（注）百万円未満を切り捨てて表示しております。
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2 会社の現況
（1）株式の状況（2023年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 39,376,600株
② 発行済株式の総数 13,098,490株
③ 株主数 7,788名
④ 大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,215千株 9.9％
太陽生命保険株式会社 1,209 9.8
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 951 7.7
日本生命保険相互会社 678 5.5
株式会社りそな銀行 444 3.6
株式会社みずほ銀行 362 2.9
みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 みずほ銀行口 再信託受託者
株式会社日本カストディ銀行 320 2.6

岩谷産業株式会社 289 2.3
株式会社三井住友銀行 204 1.6
株式会社奥村組 203 1.6

（注）１．当社は自己株式（846,663株）を保有しておりますが、上記の表には記載しておりません。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
３．自己株式には、株式給付信託(ＢＢＴ)の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式

42,822株は含んでおりません。

（2）新株予約権等の状況
該当事項はありません。

（3）自己株式に関する重要な事項
該当事項はありません。

2023年05月29日 19時18分 $FOLDER; 33ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



事業報告

32

（4）会社役員の状況
① 取締役および監査役の状況（2023年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 菊 本 一 高
取 締 役 会 長 串 田 守 可

取 締 役 新 宮 良 明
常務執行役員
グループガバナンス（安全・品質・環境・監査・関係会社）・ＣＳ
Ｒ・総務・法務担当

取 締 役 織 田 晃 敏 上席執行役員
財務・人事担当

取 締 役 吉 永 泰 治 上席執行役員
設備・生産担当

取 締 役 浦 地 好 博 上席執行役員
海外・コンポジットＰＪ担当

取 締 役 近 藤 慶 子 名城大学学術研究支援センター リサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）
取 締 役 佐 藤 友 彦
取 締 役 澤 井 清
常 勤 監 査 役 村 田 実

監 査 役 有 田 真 紀 日本ＰＣサービス株式会社 社外取締役
株式会社ダイケン 社外取締役

監 査 役 本 多 修 株式会社リケン 社外取締役（監査等委員）
（注）１．取締役近藤慶子氏、取締役佐藤友彦氏および取締役澤井清氏は、社外取締役であります。

２．監査役有田真紀氏および監査役本多修氏は、社外監査役であります。
３．監査役有田真紀氏は、公認会計士として財務・会計に関する相当程度の知見を有しております。
４．当社は取締役近藤慶子氏、取締役佐藤友彦氏および取締役澤井清氏、監査役有田真紀氏および監査役本多修氏を東京証券取

引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
５．2022年６月28日開催の第126回定時株主総会終結の時をもって、岡田博文氏および屋地幹生氏は取締役を退任いたしまし

た。
６．2022年６月28日開催の第126回定時株主総会において、吉永泰治氏、浦地好博氏および澤井清氏は新たに取締役に選任さ

れ就任いたしました。
７．2023年２月24日開催の取締役会において、同年４月１日付をもって次のとおり取締役の担当を一部変更いたしました。
・取締役 新宮良明 専務執行役員 財務・グループガバナンス（監査・関係会社）担当
・取締役 織田晃敏 上席執行役員 人事・総務・法務担当
・取締役 吉永泰治 上席執行役員 設備・生産・物流・ＣＳＲ（安全・品質・環境）担当
・取締役 浦地好博 上席執行役員 海外・調達・コンポジットＰＪ担当

８．2023年３月31日付をもって、取締役近藤慶子氏は名城大学学術研究支援センター リサーチ・アドミニストレーター（ＵＲ
Ａ）を退任いたしました。
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当社は執行役員制度を導入しております。2023年３月31日現在、取締役を兼務していない執
行役員は、次のとおりであります。

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

上席執行役員 小 島 眞 也 成長戦略推進室長

執 行 役 員 上 田 高 生 化成品事業部長

執 行 役 員 野 口 安 次 財務・内部統制担当

執 行 役 員 丸 谷 等 株式会社本山製作所 代表取締役社長

執 行 役 員 廖 金 孫 技術開発室長

執 行 役 員 美 濃 雅 信 機械システム事業部長

執 行 役 員 佐 野 康 雄 建材事業部長

執 行 役 員 田 淵 泰 志 バルブシステム事業部長

執 行 役 員 藤 本 容 志 素形材エンジニアリング事業部長

執 行 役 員 中 西 総一郎 パイプシステム事業部長
（注）１．2023年３月31日付をもって、上田高生氏は執行役員を退任いたしました。

２．2023年４月１日付をもって、次のとおり執行役員の異動および担当の変更をいたしました。
・執行役員 丸谷等 技術開発室・知財担当

３．2023年４月１日付をもって、栗本商事株式会社代表取締役社長の葛岡貴則氏は執行役員に、栗本健氏は執行役員 パイプ
システム事業部 副事業部長 兼 開発統括本部長に、松村信氏は執行役員 化成品事業部長にそれぞれ就任いたしまし
た。

② 責任限定契約の内容の概要
当社と取締役近藤慶子氏、取締役佐藤友彦氏および取締役澤井清氏は、当社定款第28条

および会社法第427条第１項の規定に基づき、また、当社と監査役有田真紀氏および監査役
本多修氏は、当社定款第38条および会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423
条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責
任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額です。
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③ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、当社および当社の子会社の取締役、監査役および執行役員を被保険者として、会

社法第430条の３第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結いたし
ております。当該保険契約は、被保険者が職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任
の追及にかかる請求を受けることによって生じることのある損害を填補するものです。ただ
し、被保険者による犯罪行為等に起因する損害を除く等の一定の免責事由を定めておりま
す。なお、保険料については、当社および当社の子会社が全額負担をいたしております。

④ 取締役および監査役の報酬等の総額
１．役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針の内容および決定方法
ａ.報酬等の決定方針等
当社の役員報酬制度は、①持続的な企業業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高め

ること、②会社業績・成果、および取締役の役割・責任との連動が高いものであること、③
報酬決定のプロセスが客観的で透明性が高いものであること、を方針とすることを取締役会
で決定しております。

ｂ.役員報酬の構成
当社の役員報酬の構成は、次のとおりとなっております。

・取締役（社外取締役を除く）
社外取締役を除く取締役の報酬は、役位に応じて決定する「基本報酬部分」（全体の70

％）および「株式報酬部分」（全体の5％）、ならびに「業績連動報酬部分」（全体の25％）
により構成されております。業績連動報酬部分は0％から200％の範囲で変動し、そのうち
100％を超える部分の50％については、株式にて支給します。
・監査役（社外監査役を除く）
監査役の報酬は、「基本報酬」のみとなっております。

・社外役員
社外役員の報酬は、「基本報酬」のみとなっております。
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ｃ.業績連動報酬等に関する事項
「業績連動報酬部分」は、「営業利益計画達成率（期初計画）」、「営業利益前年度比」、「Ｒ

ＯＥ計画達成率（中期経営計画）」、および「個人ミッション達成度」により算定し、0％～
200％の範囲で変動するものであります。「業績連動報酬部分」のうち、上記ｂ.のとおり
100％に達するまでの部分は金銭にて支給し、100％を超え200％までの部分は、その50
％を金銭にて、50％を株式にてそれぞれ支給します。
当該業績指標を採用している理由は、取締役が果たすべき業績責任の成果をはかる上で、

「営業利益」については単年度業績の指標として、「ＲＯＥ」については中長期業績の指標と
して株価との相関関係も高く、それぞれ最も適切な指標であると判断したためです。
なお、当事業年度における業績連動報酬に係る指標の目標および実績である2021年度の

「営業利益計画達成率（期初計画）」は計画3,500百万円に対し、実績4,172百万円で、達成
率119.2％でした。「営業利益前年度比」は、2020年度実績4,673百万円に対し、2021年
度実績4,172百万円で、2020年度比89.3％でした。「ＲＯＥ計画達成率（中期経営計画）」
は、計画3.60％に対し、実績4.50％で達成率125.0％でした。

【参考】当社の「取締役報酬制度」の概要図（社外取締役を除く）
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ｄ.非金銭報酬等に関する事項
社外取締役を除く取締役に対する株式報酬制度として「株式給付信託（ＢＢＴ（＝Board

Benefit Trust））」を導入しております。
本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定

される信託を「本信託」といいます。）を通じて取得され、取締役に対して、当社が定める
「取締役株式給付規程」に従って、業績達成度や役位等に応じて付与されるポイントに基づ
き、当社株式が本信託を通じて、原則として毎年２回給付される株式報酬制度であります。
これにより取締役の報酬と当社の業績および株式価値との連動性をより明確にし、取締役

が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有すること
で、中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的としておりま
す。

ｅ.報酬の決定方法
当社の役員報酬のうち、金銭報酬の限度額は、1994年６月29日開催の第98回定時株主

総会において、取締役月額27百万円以内（但し、使用人分給与は含みません）、監査役月額
５百万円以内と決議をいただいております。これを上限として、役員の報酬は、「役員報酬
規程」に定める算定方法で算定し支払われます。なお、第98回定時株主総会終結時点にお
いて、取締役の員数は20名、監査役の員数は４名です。
また、当社の役員報酬のうち、取締役に付与されるポイント数（１ポイント当たり当社普

通株式１株に換算）は、2021年６月25日開催の第125回定時株主総会において、１事業年
度当たり48,000ポイントを上限とすることを決議いただいております。なお、第125回定
時株主総会終結時点において、取締役の員数は８名（うち社外取締役２名）です。

ｆ.報酬の決定手続（決定の委任）に関する事項
当該事業年度に係る取締役の個人別報酬の決定手続は、2022年６月28日開催の第126回

定時株主総会後に開催された取締役会決議に基づき、当社全体の業績を俯瞰しつつ、取締役
の担当領域や職責の評価を行うには代表取締役社長が最も適しているとの理由から、代表取
締役社長 菊本一高（以下、「代表取締役社長」といいます。）に一任いたしました。代表取
締役社長は、上記ｂ.からｄ.に記載の算定方法に基づいて、株主総会決議の範囲内で、報酬
水準の妥当性および業績評価の透明性を確保する観点から、「指名・報酬委員会」に諮問の
上、各取締役の報酬を決定いたしました。また、監査役の報酬は、監査役の協議に一任して
おります。
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２．当事業年度に係る役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる
役員の員数

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

金銭報酬（百万円） 非金銭報酬（百万円）
給付株式数
（株）

員数
（名）基本報酬 業績連動

報酬 株式報酬 業績連動
報酬

取締役
（社外取締役を除く） 181 134 35 9 2 7,072 8

監査役
（社外監査役を除く） 21 21 － － － － 1

社外取締役 21 21 － － － － 3
社外監査役 13 13 － － － － 2
（注）１．上記には、当事業年度中に退任した役員も含んでおります。

２．取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
３．当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、「指名・報酬委員会」にて決定方針との整合性を含

め総合的に検討を行っており、決定方針に沿うものと判断しております。

⑤ 社外役員に関する事項
当事業年度における主な活動状況
・取締役会および監査役会への出席状況

取締役会（17回開催） 監査役会（13回開催）

出席回数 出席率 出席回数 出席率

取締役 近藤慶子 17回 100％

取締役 佐藤友彦 17回 100％

取締役 澤井 清 13回 100％

監査役 有田真紀 16回 94％ 13回 100％

監査役 本多 修 17回 100％ 13回 100％
（注）2022年６月28日開催の第126回定時株主総会にて選任された取締役澤井清氏の出席可能な取締役会は13回であります。
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・取締役会および監査役会における発言状況
取締役近藤慶子氏は、当事業年度開催の全ての取締役会に出席し、大学研究機関の事務
局長や客員教授、科学技術振興機構にて培われた経験を活かし、経営から独立した客観
的・中立的な立場から取締役会にて経営全般についての発言を適宜行っております。ま
た、指名・報酬委員会の委員長を務め、取締役等の指名、報酬の審議において重要な役
割を果たしております。
取締役佐藤友彦氏は、当事業年度開催の全ての取締役会に出席し、合成樹脂、化学品等
の事業分野の専門商社で取締役を含めた要職を歴任され、事業面、経営面双方の豊富な
経験を活かし、経営から独立した客観的・中立的な立場から取締役会にて経営全般につ
いての発言を適宜行っております。また、指名・報酬委員会の委員を務め、取締役等の
指名、報酬の審議において重要な役割を果たしております。
取締役澤井清氏は、2022年６月28日に取締役に就任以降、当事業年度に開催された取
締役会13回のうち13回に出席いたしました。総合建設会社にて土木の事業分野で取締
役を含めた要職を歴任され、事業面、経営面双方の豊富な経験を活かし、経営から独立
した客観的・中立的な立場から取締役会にて経営全般についての発言を適宜行っており
ます。また、指名・報酬委員会の委員を務め、取締役の指名、報酬の審議において重要
な役割を果たしております。
監査役有田真紀氏は、当事業年度に開催された取締役会17回のうち16回に、また、全
ての監査役会に出席し、財務諸表の信頼性確保、法令順守体制の監査や業務効率性の監
査を行い、公認会計士として専門的な見地から、取締役会および監査役会にて必要な発
言を適宜行っております。
監査役本多修氏は、当事業年度開催の全ての取締役会および全ての監査役会に出席し、
財務諸表の信頼性確保、法令順守体制の監査や業務効率性の監査を行い、金融機関にお
ける長年の経験と豊富な知見に基づき、取締役会および監査役会にて必要な発言を適宜
行っております。

・重要な兼職先と当社との関係
取締役近藤慶子氏は、名城大学学術研究支援センターのリサーチ・アドミニストレータ
ー（ＵＲＡ）でした（2023年３月31日付をもって退任しております）。当社と名城大
学の間には、資本関係および特段の取引関係はありません。
監査役有田真紀氏は、日本ＰＣサービス株式会社の社外取締役および株式会社ダイケン
の社外取締役であります。当社と、日本ＰＣサービス株式会社および株式会社ダイケン
の間には、資本関係および特段の取引関係はありません。
監査役本多修氏は、株式会社リケンの社外取締役（監査等委員）であります。当社と株
式会社リケンの間には、資本関係および特段の取引関係はありません。
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（5）会計監査人の状況
① 名称 ひびき監査法人

② 報酬等の額
支払額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 57百万円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 58
（注）１．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況および報酬見積りの算定根拠などが適切であるかどう

かについて必要な検証を行い、審議した結果、これらについて適切であると判断したため、会計監査人の報酬等の額につい
て同意しました。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確
に区別しておらず、実質的にも区別できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しておりま
す。

③ 非監査業務の内容
当社が会計監査人に対して報酬を支払っている内容としましては、税務関連業務によるも

のであります。

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
当社では、会計監査人が職務上の義務に違反し、または職務を怠り、もしくは会計監査人

としてふさわしくない非行があるなど、当社の会計監査人であることにつき当社にとって重
大な支障があると判断した場合には、監査役会が会社法第340条の規定により会計監査人を
解任いたします。また、そのほか会計監査人が職務を適切に遂行することが困難であると認
められる場合、または監査の適正性をより高めるために会計監査人の変更が妥当であると判
断される場合には、監査役会は、会計監査人の選任および解任ならびに会計監査人を再任し
ないことに関する株主総会に提出する議案の内容を決定いたします。
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連結貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：百万円）
資産の部 負債の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産

現金及び預金
受取手形、売掛金及び契約資産
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

93,466
20,334
40,149
10,467
11,338
6,246
3,804
1,253
△127
51,697
33,295
8,400
8,468
906

13,846
882
790
1,443
16,958
12,347
3,177
1,661
△227

流動負債 62,311
支払手形及び買掛金 15,353
電子記録債務 14,257
短期借入金 19,850
１年内返済予定の長期借入金 696
リース債務 65
未払法人税等 2,231
未払費用 2,073
前受金 1,830
賞与引当金 2,767
工事損失引当金 477
その他の引当金 8
その他 2,698

固定負債 9,889
長期借入金 118
リース債務 830
環境対策引当金 13
退職給付に係る負債 8,347
資産除去債務 324
その他 254

負債合計 72,200
純資産の部

株主資本 67,109
資本金 31,186
資本剰余金 6,873
利益剰余金 30,828
自己株式 △1,778
その他の包括利益累計額 4,498
その他有価証券評価差額金 4,212
繰延ヘッジ損益 0
為替換算調整勘定 198
退職給付に係る調整累計額 87
非支配株主持分 1,355
純資産合計 72,963

資産合計 145,164 負債・純資産合計 145,164
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）
科 目 金 額

売上高 124,827
売上原価 95,477
売上総利益 29,349

販売費及び一般管理費 22,509
営業利益 6,840

営業外収益
受取利息及び配当金 416
その他 338 754

営業外費用
支払利息 152
その他 574 727
経常利益 6,868

特別利益
投資有価証券売却益 95
その他 1 96

特別損失
減損損失 28
関係会社株式評価損 49
その他 7 86
税金等調整前当期純利益 6,879
法人税、住民税及び事業税 2,490
法人税等調整額 △436 2,054
当期純利益 4,824
非支配株主に帰属する当期純利益 97
親会社株主に帰属する当期純利益 4,727

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：百万円）
資産の部 負債の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産

現金及び預金
受取手形
売掛金
契約資産
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前払費用
その他

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
ソフトウェア
施設利用権
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
長期貸付金
長期前払費用
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

72,561
13,521
3,408

15,976
6,053

12,959
9,668
4,144
3,013
210

3,604
53,814
27,121
5,767
921

6,936
47

654
12,430

25
339
1,180
1,103

2
74

25,511
12,134
8,974
104

1,320
10

2,589
557

△180

流動負債 55,078
支払手形 3,041
買掛金 6,251
電子記録債務 9,561
短期借入金 18,300
１年内返済予定の長期借入金 694
リース債務 7
未払金 1,447
未払費用 2,049
未払法人税等 1,669
前受金 924
預り金 8,449
賞与引当金 2,105
工事損失引当金 471
その他の引当金 2
その他 103

固定負債 7,749
長期借入金 118
リース債務 20
退職給付引当金 7,491
環境対策引当金 13
資産除去債務 106

負債合計 62,828
純資産の部

株主資本 59,336
資本金 31,186
資本剰余金 6,959
資本準備金 6,959
利益剰余金 22,969
利益準備金 770
その他利益剰余金 22,199
繰越利益剰余金 22,199

自己株式 △1,778
評価・換算差額等 4,210
その他有価証券評価差額金 4,210
繰延ヘッジ損益 0
純資産合計 63,547

資産合計 126,375 負債・純資産合計 126,375
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）
科 目 金 額

売上高 83,486
売上原価 63,617
売上総利益 19,868

販売費及び一般管理費 15,694
営業利益 4,174

営業外収益
受取利息及び配当金 720
その他 308 1,028

営業外費用
支払利息 148
その他 599 748
経常利益 4,453

特別利益
投資有価証券売却益 64
その他 0 64

特別損失
関係会社株式評価損 350
減損損失 28
その他 7 386
税引前当期純利益 4,132
法人税、住民税及び事業税 1,521
法人税等調整額 △367 1,154
当期純利益 2,978

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月18日
株式会社栗本鐵工所
取 締 役 会 御 中

ひびき監査法人
大阪事務所
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 富 田 雅 彦
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 松 本 勝 幸
業務執行社員 公認会計士 卜 部 陽 士

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社栗本鐵工所の2022年４月１日から2023年３

月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動
計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、株式会社栗本鐵工所及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他

の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、
連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討
する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において
連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切
でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続
できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書
類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査
証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、
単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。
以 上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月18日
株式会社栗本鐵工所
取 締 役 会 御 中

ひびき監査法人
大阪事務所
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 富 田 雅 彦
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 松 本 勝 幸
業務執行社員 公認会計士 卜 部 陽 士

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社栗本鐵工所の2022年４月１日から

2023年３月31日までの第127期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその

他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、
また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ
るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計
算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない
場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書
日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基
礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査役会は、2022年4月1日から2023年3月31日までの第127期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。
１． 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、内部統制システムの構築・運用状況及

びグループ会社における社内管理体制の整備・運用状況を重点監査項目として設定し、各
監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。監査役会
については、毎月開催し、各監査役が行った監査の結果を他の監査役に伝え、意見交換す
るとともに、情報の共有に努め、独立した客観的な立場から取締役の業務執行について適
法性及び妥当性を検証しました。また、監査役の監査活動の結果については、必要に応じ、
取締役会や各部門の責任者に対して意見を伝えました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査
の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要
な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、
子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報交換を図り、子会社に対し事業の報告
を求め、必要に応じて重要な子会社に赴き、その業務及び財産の状況を調査いたしまし
た。さらに、内部監査部門から定期的に実施した監査の結果について報告を受け、必要
に応じて説明を求め、意見を表明しました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に
関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ
ム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告
を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。なお、財務報告に係る内
部統制については、取締役等及び会計監査人から当該内部統制の評価及び監査の状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

③ 事業報告に記載されている「会社の支配に関する基本方針」（会社法施行規則第118条
第3号イの基本方針及び同号ロの各取組み）については、取締役会その他における審議
の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。
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④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
（監査計画概要書、期末現物照合実査立会い、期末実地棚卸監査立会い等）するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告（各四半期・期末監査実施報告
等）を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適
正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）
を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整
備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結
計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）に
ついて検討いたしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務
報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている「会社の支配に関する基本方針」（会社法施行規則第118条
第3号イの基本方針及び同号ロの各取組み）については、指摘すべき事項は認められま
せん。当該基本方針に基づく各取組みは、当社の株主共同の利益を損なうものではな
く、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人ひびき監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人ひびき監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月25日
株式会社栗本鐵工所 監査役会

常 勤 監 査 役 村 田 実 ㊞
社 外 監 査 役 有 田 真 紀 ㊞
社 外 監 査 役 本 多 修 ㊞

以 上
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株式会社栗本鐵工所
定時株主総会 会場ご案内図

大阪市西区北堀江一丁目12番19号
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※ ご来場の際は、四ツ橋駅⑥番出入口が便利です。
駐車場がありませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申しあげます。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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